
  

 

 

 

１９５１年に設立した杉並ユネスコ協会は、日常の生活の中にユネスコの掲げる平和精神を取り

入れて、国際理解を深め、平和の推進を図る趣旨のもとに、杉並区教育委員会と共催で各種事

業を実施しています。令和４年度は以下の事業を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「ユネスコのつどい」 

1946 年 11 月、第一回のユネスコ総会が開かれた

ことを記念して「ユネスコのつどい」を毎年開催

しています。平和を願うユネスコ精神の普及と、

ユネスコ活動への協力を呼びかけるため、講演

会・シンポジウム・コンサートや映画会などを行

っています。 

＜４年度の実施内容＞ 

●気象キャスターと考える地球温暖化 

（令和 5年 2月 5日） 

 気象予報士の寺川奈津美さんを講師に迎え、天

気予報の見方や気候変動について、夏の気温が高

い日が増えていること、2100年には、全国的に気

温が現在以上に上昇することのお話を伺いまし

た。私たちも地球温暖化を止めるべく、色々考え

るきっかけをもらえた講演会でした。 

 

 

 

 

「ユネスコ運動の日」 

1947年 7月 19日、民間のユネスコ運動が世界に

先駆け、日本で始まりました。その日を「ユネ

スコ運動の日」と定め、その存在意義を強くア

ピールする活動として、講演会、バスツアーな

どを実施しています。 

＜４年度の実施内容＞ 

●講演会と絵画展「テレジン収容所の若き画家

たち」（9月 18日） 

テレジンを語りつぐ会の野村路子さんを講師

に招き、講演会を行いました。アウシュヴィ

ッツ強制収容所への中継点となったテレジン

収容所に関する講演、収容所で子どもたちが

描いた絵や詩などの展示を通して、改めて戦

争や平和の尊さについて考えました。 

「ユネスコ料理教室」 

各国の芸術や文化・歴史をより深く学び、理解

を深めることを目的に開催しています。 

＜４年度の実施内容＞ 

●「震災時 何食べる？どう作る？～ポリ袋を

使った美味しく栄養のあるパッククッキン

グ～」（10月 15日） 

元母親クラブけやき会会長で防災食の普及活

動を推進している川村みどり氏を講師に招

き、余分な水分を使わず一つ鍋で湯煎して作

る「ポリ袋料理」と、ハサミを使った「空中

料理」を調理しました。災害時に、身の回り

にある備蓄品で心身をともに健康に過ごすた

めの知恵を学びました。 

 

 

「ユネスコ科学教室」 

ユネスコの科学分野の事業として、楽しく科学を

学ぶ教室を開いています。 

＜４年度の実施内容＞ 

●「羊ってどんな動物？」（8月 20日） 

科学読物研究会の原田佐和子さんを講師に招

き、羊毛の特徴を学習し、染色した羊毛を石に

巻き付けて、ペーパーウェイトを作成しました。 

●「すぎなみサイエンス・フェスタ」に出展 

  （1月 15日） 

テーマ：ドクタートミーの恐竜教室 

     「足跡のいろいろ」 

 

 

 


